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◎ B
C
D
E

回回回回
参参参参
観観観観

第1回

第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第7回

１年から３年までの数学ＡおよびＢ、具体的には三角関数の加法定理、置換積分法、部分積分法および基本的な関
数の導関数および原始関数、ベクトルの加法、スカラー倍、内積など。

１．ベクトルの外積を計算できる。ベクトル表示された曲線の単位接線ベクトルおよび単位主法線ベクトルの幾何学
的意味を理解しそれらを求められる。ベクトル表示された曲面の単位法線ベクトルの幾何学的意味を理解しそれを求
められる。スカラー場、ベクトル場の意味を理解し、それらの勾配、発散、回転を求められる。線積分、面積分の意味
を理解し、グリーンの定理、ストークスの定理、ガウスの発散定理を用いて線積分、面積分の値を求められる。
２．基本的な関数のラプラス変換を求められる。ラプラス変換の諸法則を用いてより複雑な関数のラプラス変換を求
められる。逆変換を求められる。ラプラス変換を用いて微分方程式の初期値問題を解ける。
３．基本的な関数のフーリェ級数を求められる。それらを用いて偏微分方程式を解ける。基本的な関数のフーリェ変
換を求めることが出来る。それらを用いて偏微分方程式を解ける。

スカラー場の定義とスカラー場の勾配

学習学習学習学習・・・・教育目標教育目標教育目標教育目標のののの達成度検査達成度検査達成度検査達成度検査

工学倫理の自覚と多面的考察力の養成
社会要請に応えられる工学基礎学力の養成

２学修単位

必修

講義

電子制御工学科棟４階 Ｄ４ＨＲ

基礎能力系

ベクトル解析、ラプラス変換、フーリェ解析を扱う。ベクトル解析は物理の法則などを表記するために、19世紀に生ま
れ、20世紀になり高次元ベクトル場にまで一般化されたベクトル値関数の微積分を取り扱う。ピエール シモン ラプラ
スによって提唱されたラプラス変換は制御工学などで時間の関数を別の代数的関数に変換することによりその見通
しをよくするために用いられる。フーリェ変換は時系列の関数を周波数域の関数へ変換する線形変換であり、スペク
トル解析、Ｘ線散乱実験の解析など工学、理学の広い分野で利用されている。

準備学習準備学習準備学習準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識)
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sub-072300101

20071024更新

応用数学

通年

遠藤良樹

電子制御工学科４年

授業授業授業授業のののの概要概要概要概要((((本教科本教科本教科本教科のののの工学的工学的工学的工学的、、、、社会的社会的社会的社会的あるいはあるいはあるいはあるいは産業的意味産業的意味産業的意味産業的意味))))

数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求に応える姿勢。

3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。

産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能力
の養成

空間ベクトル

プログラムの学習・教育目標、授業概要・目標、スケジュール、評価方法と
基準、等の説明

３次元ベクトルの復習とベクトルの外積の定義

曲面の面積

授業計画授業計画授業計画授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は参観で
きません。)

曲面（１）
曲面（２）
勾配

外積の計算方法とベクトル関数の定義及び微分ベクトル関数
曲線

工学専門知識の創造的活用能力の養成
国際的な受信・発信能力の養成

曲線のベクトル表示と接線ベクトルおよび主法線ベクトル
曲面のベクトル表示と単位法線ベクトル

授業目標授業目標授業目標授業目標

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。
2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達成と
する。

サブテーマサブテーマサブテーマサブテーマメインテーマメインテーマメインテーマメインテーマ

オリエンテーション

学習学習学習学習・・・・教育目標教育目標教育目標教育目標



第8回 ×
第9回
第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回
第16回
第17回 ×
第18回
第19回
第20回
第21回
第22回
第23回 ×
第24回
第25回
第26回
第27回
第28回
第29回
第30回
第31回
第32回 ×

評価方法評価方法評価方法評価方法：：：：

評価基準評価基準評価基準評価基準：：：：

教科書等教科書等教科書等教科書等

先修科目先修科目先修科目先修科目
関連関連関連関連サイトサイトサイトサイトのののの
URLURLURLURL
授業授業授業授業アンケーアンケーアンケーアンケー
トトトトへのへのへのへの対応対応対応対応

フーリェ変換 フーリェ変換と積分定理および逆フーリェ変換
フーリェ変換の性 フーリェ変換の諸性質と合成積のフーリェ変換

すべての授業目標に対して達成できたかどうかを教科書準拠の問題集から８０％以上出題した定期試験を受け、そ
の解答が論理的かつ正確に書かれているかを基準に、問題の難易度に従った適正な配点の基に採点し、その結果
を成績の68％に反映させる。さらに教科書の問い、練習問題などを解き、その解答を板書しその解答が論理的かつ
正確に書かれているかを基準に１回の板書で５点を限度に加点その結果を成績の２％に反映させる。課題について
はレポートとして提出させ、同様な基準のもとに、成績の１２％に反映させる。工学系数学統一試験の結果を成績の

前期試験４２％、後期試験４３％、課題レポート１２％、授業態度２％、自己評価１％、欠席減点（最大）１３％

ベクトル解析の総合的な演習

グリーンの定理

前期中間試験

課題課題課題課題

発散と回転
線積分（１）

演習

スカラー場およびベクトル場の面積分の定義と計算
ガウスの発散定理の証明と面積分への応用

面積分
発散定理

前期末試験

線積分（２）

ベクトル場の定義とベクトル場の発散および回転
線積分の定義とスカラー場の線積分
ベクトル場の線積分
グリーンの定理の証明と線積分への応用

ラプラス変換の定 指数関数および三角関数のラプラス変換

ストークスの定理の証明と面積分への応用ストークスの定理

基本的性質（１） 線形性、相似性、移動法則、微分法則
基本的性質（２） 高次微分法則、積分法則、ラプラス変換表
逆ラプラス変換 原関数の一致性と逆ラプラス変換の計算
微分方程式への応用 線形微分方程式の初期値問題と境界値問題
後期中間試験
合成積 合成積のラプラス変換と積分方程式

後期末試験

オフィスアワー：会議等公務のない放課後、但し、前期水曜は除く

提出期限：出題したときの授業から次の授業がある週
出題場所：授業開始直後の教室

出典：教科書練習問題および教科書準拠の問題集

周期２πの関数のフーリェ級数

新訂応用数学､応用数学問題集（大日本図書）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使
用することがあります。

試験問題が多いという指摘があるので適正な分量の問題を出題する。

フーリェ級数（２） 一般の周期のフーリェ級数
フーリェ級数と複素フーリェ級数の関係

偏微分方程式への応用 熱伝導方程式と変数分離法

評価方法評価方法評価方法評価方法とととと基準基準基準基準

備考備考備考備考

複素フーリェ級数

2.授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連
絡してください。

http://user.numazu-ct.ac.jp/~endoh/math/problem.htm

１年から２年までの数学ＡⅠ、Ⅱ､３年の数学Ａ、１年の数学ＢⅠ、Ⅱ、２年から３年の数学Ｂ

線形システムへの応用 線形システムの定義と伝達関数およびデルタ関数
フーリェ級数（１）


